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外食産業における持続可能な食品ロス対策
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日本フードサービス協会研究助成 研究成果報告書 

 

１．研究の概要 

 SDGs で食料廃棄を削減することが目標に定められ、日本でも食品ロス削減推進法が施行さ

れるなど、食品ロスの政策が世界で広がっている。新型コロナウイルスで多大な影響を受ける外

食産業において、大きな負担とならない食品ロス削減対策の検討が重要である。そのような中

で、コスト削減や、余剰食材の再商品化、廃棄食品の堆肥化や家畜の飼料化、そしてバイオガ

スとして新たな商品にするビジネスも生まれている。  

２．研究の目的 

本研究の目的は、①国内外の外食産業の食品ロス対策状況の調査、②食品ロスにつながる

余剰食材の利用状況や食材の再商品化の利用可能性の検討、③廃棄せざるを得ない食品の

堆肥化やバイオガスや家畜の餌への利用状況の調査、④余剰食品・廃棄食品の需要と供給の

マッチング状況の調査を行い、それらの調査をもとに、⑤外食産業の持続可能な食品ロス対策

の検討を行う。 

３．研究の方法 

食品ロス削減対策を進める康正産業への現地調査、聞き取り調査を行い、食品ロス削減対策

の実施方法について調査する。また、食品残渣廃棄量などのデータをもとに、業態や店舗ごと

の分析を行い、食品ロス削減対策の検討を行なった。詳細の活動内容は以下の通りである。 

■6月 21日オンラインにて意見交換 

■康正産業の食品ロス実施状況の質問票を提出→康正産業の SDG担当者より資料提供 

■8/23.24鹿児島訪問予定⇒緊急事態宣言に伴い一旦延期。 

11月 20日： 

・ ふぁみり庵はいから亭与次郎本店にて肥田木康正 代表取締役との面談 

・ 濱崎英樹 執行役員 ブランド戦略本部長、米倉健 ブランド開発課長への食品ロス削減

対策についての聞き取り調査を実施 

・ ビュッフェレストラン ファミリアーレ・キッチン現地調査 

・ 山実水産有限会社 山口憲一郎 代表取締役社長による、康正産業と山実水産との連携

の説明 

11月 21日： 

・ 寿司まどか 東開店の食品ロス調査、店長への聞き取り調査 

・ 南栄加工センター 現地調査、液状肥料化システムの見学 



・ ワークショップ（本社会議室）にて、食品ロス調査方法について意見交換 

 

■データ分析・事例収集： 

・各店舗の食品廃棄量、客数のデータ分析 

・他会社のビュッフェスタイルレストランのドギーバック導入事例の収集 

■オンライン会議の実施。データ分析結果、プレゼン内容の打ち合わせ 

４．研究成果 

 康正産業への現地調査、聞き取り調査から、康正産業が実店舗において様々な食品ロス削減

対策の方法や実施状況を明らかにした。実施されている対策は以下の通り。 

 

・食品廃棄の抑制 

・焼肉食べ放題プランにおける提供方法の工夫 

・1日に 2回の食品廃棄量の計測→データとして可視化 

・余剰食品の賄いへの提供 

・余剰食材の再商品化 

・加工センターにおける余剰野菜を動物園に提供 

・食品廃棄物の分別およびリサイクル(自治体の生ごみ堆肥化事業への協力) 

・ビュッフェ形式における食べ残しに関する注意喚起 

 

 ドギーバッグに関しては、まだ現時点では導入は未定であり、現在では顧客からの自己申告

があったときのみ持ち帰りが可能となっている。また、これからの課題としては SDGs と会社利益

のバランスの取り方ということが挙げられる。 

 

今後の活動案としては、①ドギーバッグのトライアル、②ビュッフェ等の食品残渣量の測定・デ

ータ分析の検討、③消費者への情報発信方法の検討である。 

５．資金使途 

旅費：南草津⇔鹿児島間の交通費、宿泊費 

 

 


































